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羽黒神社（筑西市大町３７）

ていました。当クラブも昨年は２名の物故会員と

１名の退会者で、１４名のスタートとなりました。

80人以上もの会員がいたことを考えると４分の１

以下となってしまい、本当に危機的な状況にある

と思います。当クラブも本気で会員増強を行う必

要があると思います。

　４月13日には、「地区研修・協議会ＤＴＡ」が

開催され、改めて瀬戸ガバナーの地区方針の説明

や、各委員会の方針等が発表され、今年は何をや

ろうかなと、漠然と考えながら聞いておりました。

　５月18日には、「ＲＬＩ研修会」が行われ、朝

から夕方までずっとラーニング・ラーニングと、

一日中　ラーニングをさせられて、内容も似たよ

うな課題ばかりをグループでディスカッションさ

せられて、ちょっと疲れましたが、なかなか良い

経験をさせて頂きました。

　そして、先日６月29日の神山芳子バレエパ

フォーマンスには、大変暑い中多くの会員にご参

加をいただき、ありがとうございました。

　この事業は、昨年９月22日にも行いましたので、

今回のこの事業は今年度の事業扱いとし、記念す

べき私の初めての事業ということになりました。

当日は、下妻ＲＣからは杉田会長、塙幹事、宇田

川パスト会長、筑西きぬＲＣからは森パスト会長

と鈴木幹事も駆けつけていただきまして、お陰様

で 86,450円の寄付をいただくことが出来ました。

本当にありがとうございました。

　このようにいろいろと経験していくうちに、

徐々に会長としての自覚と緊張が高まってきて、

今、現在とても緊張しております。私は人前で話

すのは慣れておりませんので、なかなか言葉が出

てこなかったり、早口になったりして、ちょっと

お聞きにくいところがあるかもしれませんが、そ

の辺はご了承下さい。
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濱野　　登 様（下館さくらR衛星C議長）

杉山　吉彦 様（下館さくらR衛星C 直前議長）

　本日も、例会にご参

加をいただき、ありが

とうございます。

　今年度、会長を務め

させていただきます、

「堀江勤」と申します。

　宮田パスト会長、潮

田幹事２年間お疲れさ

までした。本当にあり

がとうございました。

本来であれば、ここでお二人に花束をお渡しする

ところでありますが、前年度は２名の物故会員が

おり、辞退されるということでしたのでご用意し

ませんでした。

　私は宮田さんのように博学ではありませんし、

またロータリーのことは解らないことばかりです

ので、皆様にご迷惑をおかけすることも、多々あ

るとは思いますが、精一杯、務めさせていただき

ますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　いろいろな研修会に参加してきました。３月29

日から30日の「会長エレクトセミナーＰＥＴ」は、

２日間という長丁場の研修会でしたが、瀬戸隆海

ガバナーの地区運営指針、各ガバナー補佐の方針

が発表されました。

　「会員増強」が最優先課題であるとお話しされ

会 長 挨 拶　 堀 江   勤 会長

来 訪 者 ようこそ下館ＲＣへ



　 

よいことのために手を取りあおう　 2025-26 年度国際ロータリー会長　フランチェスコ・アレッツオ

　まずは、アレッツォ会長を簡単に説明したいと

思います。会長は、矯正歯科医として個人の診療

所を構えています。イタリア、ヨーロッパ、アメ

リカの矯正歯科協会のメンバーとして国際的に活

躍しています。ラグーサ県（イタリアのシチリア

島）の National Association of Italian Dentists

（全米イタリア歯科医協会）の副会長、National 

Trust for Italy（イタリア・ナショナル・トラスト・

ミケランジェロ財団）の創設者、同団体で 7 年間

ラグーサ県の代表。また、マルタ主権騎士団内の

名誉と献身の騎士です。

　30年以上のロータリー会員、合同戦略計画委員

会副委員長、ＲＩ理事、ラーニングファシリテー

ター、地区大会での会長代理を歴任したほか、ロー

タリー財団のメジャードナーおよびべネファク

ターでもあります。また、アナ・マリア・クリシオー

ネ夫人は、観光業界の起業家で、二人のお子さん

がいます。

　ＲＩ会長は、今年はテーマを廃止し、その代わ

りにメッセージを発表しました。このメッセージ

旗にもあるように、「Unite For Good　よいことの

ために手を取りあおう」です。では、テーマとメッ

セージとではどう違うのか？テーマはその年度の

会長自身が決めるものであるのに対して、メッ

セージは戦略委員会と公共イメージと会長エレク

トが協議をして決めるものだそうです。つまり、

ロータリーが長期的戦略に向かって方向性を示

し、継続的なアドバイスをしていくということで

あり、内容の重さはメッセージのほうが、より重

くて重要だそうです。今年度の会長メッセージは

「よいことのために手を取りあおう」です。

　「会員増強が私たち組織の最優先事項であり、

最も価値ある資産であり、最大の課題である。」

ロータリーの最大の財産は会員であり、その会員

は地球上で最も有能なボランティアのチームであ

ると言ってます。そして、会員増強と活性化に向

けたロードパップとは、革新・継続性・パートナー

シップという、３つの不可欠な柱に基づいており、

ロータリーを活性化し、新たな声や考え方を取り

入れ、世界中の地域社会への奉仕を強化するため

に行動することであると言っております。そして、

会員増強とは単に数を増やすことではなく、集合

体として私たちの力をさらに高め、ロータリーの

使命を継承していくことであり、そのために考え

なければならないことは、①クラブの高齢化に対

する唯一の策は、絶えず新入会員を迎え入れるこ

と、②会員数が増えれば奉仕に参加する人が増え、

地域社会に多くのリソースを投入することがで

き、そしてそのためには後継者育成計画が重要で

　

① 準備理事会審議事項　一括承認

② 25-26クラブ役員・委員会編成表・予算案の件

③ 会費（上半期）請求の件

④ ガバナー公式訪問の件

⑤ ガバナー補佐の選任の件

⑥ 故・神山会員の追悼例会の件

⑦ 茨城新聞　祇園祭広告の件

○瀬戸ガバナー事務所 Ｒ財団研究会のご案内受理

○前期地区分担金及び期首会員数報告のお願い

○カスタマンダップＲＣ ＷＣＳ事業完了報告受理

○My Rotary不具合及会員報告等対処法について

○岩瀬ＲＣ ６月会報を受理

○7/30ガバナー公式

　訪問へのご出席を

　お願いいたします。

○納涼例会、クリー

　ン作戦などのお知

　らせは原則担当委

　員会が報告する。

新旧会長引き継ぎ式

　

　改めまして、今年度会長を拝命しました「堀江

勤」と申します。今年度と次年度の２年間を務め

させていただく予定となっておりますので、宜し

くお願い申し上げます。

　まず３月26日にホテル日航つくばでＰＥＴＳを

受けまして、４月13日には、つくば国際会議場で

ＤＴＡ、さらに５月18日にはＲＬＩ研修会を受け

てきました。

　これらを受けて、会長としての意気込みという

か責任というか、色々と学ばせていただいて、徐々

に会長としての自覚というかプレッシャーが襲っ

てきまして、緊張も徐々に高まってきました。今

現在も、久しぶりにすごく緊張しています。

　これらの研修会では、まず、ＲＩ会長のスピー

チの動画を見せられました。マリオ会長は辞任し

て、そのあとアレッツォ会長のメッセージはまだ

発表となっておりませんが、「25-26年度会長メッ

セージ」はそのまま引き継がれるということです

ので、その辺を簡単に説明したいと思います。

会長メッセージ　堀江 勤 会長

幹 事 報 告　　

理事会報告　　



　 

時は今 ところ足元 そのことに 打ち込む命 永久の御命　RI第 2820 地区行動指針

が変わらなければならない。ロータリアンとして

の理想と責務を外さない限り、自由なロータリー、

快活なロータリー、そして楽しいロータリーを共

に推し進めましょうと、呼びかけております。

　一方では、ロータリーの基本的情報、ロータリー

のニュース、そして自身のクラブの情報などを

知ってもらい、そのためには、マイロータリー、

ポータルサイト、ロータリーの友や月信などを見

るようにして下さい、そして気になる記事があれ

ば熟読して下さい、そうすることで、ロータリー

のすばらしさを再認識することができますと、

おっしゃっております。

　最後に、ロータリーを楽しんで下さい。この混

沌とした時代の中で本音で話し合える友人・仲間、

異業種との情報交換、これが大切であり、これこ

そが社会に貢献できる社会奉仕へとつながりま

す。そしてロータリーの楽しさは、人との交わり

であり、人と人との繋がりの深さこそが大切です。

人との交わりを大切にし、交わりの輪を広げてこ

そ、ロータリーを楽しむということではないで

しょうかと、投げかけました。

　今年度は、「クラブサポートミーティング」を

行うことになっております。これは、25-26年度

に掲げたそれぞれの行動指針や数値目標が、昨年

度に作成した「3-YearRollinngGoals」と比較して、

正しく行われているかを検証するために、３か月

に一度行うこととなりました。早速、来週の火曜

日の7/8に第１回のクラブサポートミーティング

が行われます。瀬戸ガバナーを中心に各ガバナー

補佐と各クラブ会長が目標達成に向けて意見交換

することになっております。その辺のことは、次

回の例会時にでもご紹介したいと思います。

　６月14日の「クラブ活性化セミナー」は、会員

増強についてのセミナーでした。野寺ガバナー補

佐の会員増強に対する方針が発表され、特に、退

会防止、ライン等による情報共有、身近な人への

あります。クラブは成長するか衰退するかで、安

定した会員基盤はないということです。

　そのためにも、ロータリー会員は行動人ですの

で、変化が起きるのを待つのではなく、自ら変化

を起こす人達であり、そのために、25-26 年度の

メッセージとして「よいことのために手を取りあ

おう」と投げかけました。

　分断されがちな世界において、ロータリーは団

結と希望の光となり、人種・ジェンダー・性別・思想・

経済的背景の異なる人びとを結び付け、世界で良

いことをするという共通の目的で私たちは一つに

なり、より良い人間となり、人びとに奉仕し、末

永くインパクトをもたらすことができると、言っ

ています。

　最後に、「成長・奉仕・つながりの旅路を共に

歩んでいきましょう。よいことのために手を取り

あえるロータリーを築き、すべての人にとってよ

り明るい未来を実現させましょう。」として、メッ

セージを閉めています。

　これを受けて、ＲＩ第2820地区の瀬戸隆海ガバ

ナーは、「時は今　ところ足元　そのことに　打

ち込む命　永久の御命」と、増上寺の椎尾弁筺氏

の言葉を、地区行動指針となされました。

　足もとを確実に固め、ゆっくりと「生ききる」

ことが、永遠の命に帰結していくということだそ

うです。

　瀬戸ガバナーは、大高年度から始まったロータ

リーの３年間の目標と計画である「３ -Year 

Rolling Target/Plan」に基づいて、革新ながらも

継続を進めていく、常に目標設定を行い、そして

見直しを行い、さらに次のステップへ突き進むこ

とが大切であるとしています。

　また、ロータリーの歴史を積み重ねるためには、

常に若い仲間を取り入れ、自分自身が常に脱皮を

し、新しい命を吹き込まなければならず、また、

ロータリーを変革するためにはロータリアン自身
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『一人の一歩がバタフライエフェクトを引き起こす！』　2025-26 下館ロータリークラブテーマ

４つのテスト　①真実かどうか　②みんなに公平か　③好意と友情を深めるか　④みんなのためになるかどうか

創立年月日　　　　　　　　　　RI加盟承認年月日       　　　　日本国内 RI加盟順位 　 　スポンサークラブ

昭和35年５月25日　 昭和35年６月18日　　３ ７ ５ 番 　 水戸ロータリークラブ
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スマイルＢＯＸ  鈴木健一 副委員長

　一人一人が進歩し、魅力あふれるクラブへと進

化し、やがてバタフライエフェクトが起きるため

に、微力ながら会長として誠心誠意　取り組んで

まいる所存でありますので、どうぞご指導・ご協

力をお願い申し上げます。

　

今年度より例会場が２階会議室に変更になりました

▼濱野　　登さん　堀江会長、塚田幹事２年間お

疲れ様でした。そして、下館さくらＲＳＣも宜

しくお願いします。

▼杉山　吉彦さん　昨年度は大変お世話になりま

した。堀江会長、塚田幹事、今年度もよろしく

お願いいたします。

▼新井　和雄さん　堀江会長、塚田幹事の新年度

スタートを祝して。

▼堀江　　勤さん　１年間会長を務めさせて頂き

ます。皆様ご指導ご協力宜しくお願いします。

▼宮田　憲一さん　２年間支えていただき、あり

がとうございました。今年度も楽しくがんばり

ます。堀江さんの船出を記念して。

▼潮田　武彦さん　堀江会長、塚田幹事年度のス

タートを祝して。濱野議長、杉山直前議長よう

こそ下館ＲＣへ。

▼中里　泰久さん　堀江会長、塚田幹事よろしく

お願いします。

▼横塚　　篤さん　堀江会長、塚田幹事２年間よ

ろしくお願いいたします。

▼鈴木　健一さん　堀江会長、塚田幹事の新年度

スタートよろしくお願いします。全員でがんば

りましょう。

本日の合計 22,000円　

声掛けなどを行うことが大切であり、第５分区と

しては岩瀬ＲＣの分まで増強しないといけない

と、ハッパを掛けられました。さらに、サテライ

トクラブの杉山君からは、高萩渚ロータリーサテ

ライトクラブでの「ダンス・バンド・コンテスト」

の動画による説明がありました。このクラブはで

きて１年も経っていないクラブですが、初めて企

画したイベントで 2000人もの人を集めることがで

き、高萩ではこれまではこんなに多くの人が集

まったイベントは無いとのことでした。これによ

り、ロータリーの公共的イメージを高めて、実際

に 1 名の入会にこぎ着けることが出来たとのこと

です。このイベントは毎年継続して行う予定であ

り、これによりさらに多くの増強につなげて行き

たいとのことでした。

　これらを受けて、当クラブの会長としてのメッ

セージは、「一人の一歩が、バタフライエフェク

トをひき起こす！」と、いたしました。

　これは、アメリカの気象学者であるエドワード・

ローレンツが提唱したカオス現象を説明する際に

例えられたもので、「ブラジルの一匹の蝶の羽ば

たきが、やがて地球の裏側に位置するアメリカの

テキサス州で竜巻を引き起こす」というもので、

ほんの小さな行動が後にとてつもなく大きな事象

を生み出す事の例えとして用いられる現象です。

　「数は力」です。ＲＩ会長も瀬戸ガバナーもそし

て野寺ガバナー補佐も「まずは会員増強だ」と言っ

ております。やみくもに人を増やせば良いという

ものではありませんが、数がいなければやりたい

こととも出来ません。常に新しい血を入れていか

ないと、血は循環されず、やがて衰退していくと

おっしゃっています。会員一人一人が本気になっ

て会員増強を行い、みんなで奉仕活動を今よりさ

らに一歩進めることで、クラブ全体が活性化され

ます。さらに、会員同士がともに手を取りあうこ

とで、地球全体に奉仕と友情の輪が広がります。

皆さんの行動一つ一つが、必ずやバタフライエ

フェクトを起こすと信じています。

　何もしなければ何も起きません。皆さんが自覚

と覚悟をもって取り組まなければ、いずれこのク

ラブも衰退していくかもしれません。残念ながら、

昨年度は 1 人の退会者と、２人の物故会員が出て

しまいました。全く、想像も出来ないことでした。

しかし、実際に３名の会員が減少したもの事実で

す。いつ何が起こるか分からない世の中であるか

らこそ、今できることを真剣に行動することが必

要であり、それがやがてバタフライエフェクトを

引き起こすと信じています。


